
紫波町HP

人と地域をつなぐ広報紙
2022・No.1071
│ 岩手県紫波町 │

1

紫波ネット1071号 令和4年1月12日 │ 発行 紫波町 │ 〒028-3392紫波町紫波中央駅前二丁目3番地1 │ 編集・印刷 川嶋印刷株式会社 紫波ネット

目
　
次

今
月
の
表
紙

特 集

04 紫波町・日野市 姉妹都市盟約締結5周年記念
02  新春町長メッセージ │ 06  まちづくり座談会 2021
10  新型コロナ対策特集 │ 12  暮らしの情報
16  「お互いさま」で支え合う地域づくり │ 19  地域おこし協力隊だより
20  健やかランド紫波 │ 24  行ってみよう

紫波町食生活改善推進員協議会

小澤 由香里さん［古館地区在住］

食生活改善推進員は、料理教室の開催や高血圧予
防の啓発・伝承料理の普及などを行い、「私達の健康
は、私達の手で」をスローガンに町民の健康づくりに
貢献しています。毎月28日は「いわて減塩・適塩の日」
です。

地産地消の料理
を通して

地産地消の料理
を通して

高血圧の人を少な
くしたい

高血圧の人を少な
くしたい

減塩・適塩が活
動テーマです

減塩・適塩が活
動テーマです



新春

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、や
は
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
経
済
対
策
を
い
か
に

し
て
講
ず
る
か
を
求
め
ら
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
高
齢
者
施
設
の
入
所
者
か
ら
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
開
始
し
、６
月
か
ら
65
歳
以
上
を
対
象
に
サ

ン・ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
で
本
格
的
に
集
団
接
種
を
行
い
ま
し

た
。８
月
か
ら
は
対
象
が
12
歳
以
上
に
拡
大
さ
れ
、本

町
の
接
種
対
象
３
万
4
1
0
人
に
対
し
て
、12
月
28
日

時
点
で
２
回
目
の
接
種
率
が
91・67
％
に
達
し
、特
に
も

60
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
接
種
率
は
95・60
％
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、紫
波

郡
医
師
会
の
先
生
方
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、全
庁

体
制
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
結
果
、本
町
は
も
と
よ
り

県
内
で
も
９
月
以
降
の
感
染
者
数
が
急
激
に
減
少
し

ま
し
た
が
、12
月
に
入
り
ア
フ
リ
カ
南
部
か
ら
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
よ
る
感
染
が
拡
大
し
、国
内
で
も
次
々
と
感
染

が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。国
は
３
回
目
接
種
の
準
備

を
進
め
て
お
り
、本
町
に
お
い
て
も
紫
波
郡
医
師
会
の

先
生
方
と
協
議
を
し
、１
月
に
医
療
関
係
者
か
ら
追
加

接
種
を
行
い
、２
月
に
は
高
齢
者
施
設
の
入
所
者
、介

護
従
事
者
の
接
種
を
行
い
ま
す
。一
般
の
皆
さ
ん
の
接

種
も
２
月
に
開
始
し
、３
月
以
降
は
サ
ン・ビ
レッ
ジ
紫
波

で
の
集
団
接
種
と
な
り
ま
す
。順
次
、接
種
券
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、新
た
に
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
幼
児
、児
童
も

接
種
の
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。こ
ち
ら
は
小
児
科
の

先
生
方
と
協
議
を
し
て
接
種
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、接
種
後
も
普

段
の
生
活
の
中
で
、マ
ス
ク
着
用
、手
洗
い
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
防
止
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、東
京
2
0
2
0
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。選
手

の
活
躍
は
人
類
の
新
た
な
可
能
性
を
示
し
、コ
ロ
ナ
禍

で
沈
み
が
ち
な
人
々
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。本
町

で
は
、カ
ナ
ダ
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、女
子
シ
ッ

テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
し
た
。町
民
と
選
手
た
ち
と
の
交
流
は
限
ら
れ
た

も
の
の
、両
チ
ー
ム
か
ら
は
素
晴
ら
し
い
環
境
と
お
い
し

い
食
事
を
提
供
し
て
く
れ
た
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、こ
ち
ら
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。両
チ
ー

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令和3年12月 長岡地区からドローン撮影
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新春

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

ム
と
も
、本
番
で
は
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
帰
国
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
は
、安
全・安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
や
地
域
経

済
の
活
性
化
、町
民
の
健
康
増
進
、子
育
て
支
援
、町
の

情
報
発
信
な
ど
に
関
し
て
、多
く
の
企
業
と
協
定
を
結

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
、ウ
ル
シ
産
業
の
振
興
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

よ
る
地
域
活
性
化
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
特
長
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
は
昨
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
、情
報
通

信
技
術
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
方
向
に
変

化
さ
せ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
の
動
き

が
一
気
に
加
速
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

東
証
マ
ザ
ー
ズ
上
場
の
エ
ル
テ
ス
が
６
月
に
本
町
へ
本
店

を
移
転
し
、記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
エル
テ
ス
に
は
民
間
主
導
の
公
民
連
携
に
よ
り
、複
数
の

ア
プ
リ
を
開
発
い
た
だ
き
、ま
た
、ピ
ー
シ
ー
デ
ポ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョン
と
の
三
者
協
定
で
は
、「
移
動
デ
ジ
タ
ル
相
談

車
両
」を
整
備
い
た
だ
き
、町
民
の
デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

数
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
学
校
再
編
に
つ
き

ま
し
て
は
、昨
年
４
月
に
、西
部
地
区
の
３
つ
の
小
学
校

を
再
編
し
た「
西
の
杜
小
学
校
」が
、紫
波
第
三
中
学

校
と
の
施
設
隣
接
型
小
中
一
貫
校「
紫
波
西
学
園
」と

し
て
開
校
い
た
し
ま
し
た
。そ
し
て
、本
年
４
月
に
は
、

東
部
地
区
の
５
つ
の
小
学
校
を
再
編
し
た「
紫
波
東
小

学
校
」が
、紫
波
第
二
中
学
校
と
の
施
設
一
体
型
小
中

一
貫
校「
紫
波
東
学
園
」と
し
て
開
校
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、中
央
地
区
を
含
め
て
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
学
び
と
育
ち
の
た
め
、よ
り
一層
の
教
育
環
境
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、施
設
の
老
朽
化
が
著

し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つい
て
も
本
格
的
に

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
学
校
再
編
に
伴
う
学
校
跡
地
活
用
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、地
域
づ
く
り
と
一
体
的
に
進
め
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。昨
年
３
月
、産
業

振
興
と
人
材
育
成
に
よ
る
活
用
を
目
指
す
基
本
方
針

を
ま
と
め
ま
し
た
。長
岡
小
学
校
に
お
い
て
は
、吉
本

興
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
お
よ
び
オ
ガ
ー
ル
と
協
定
を
締

結
し「
ノ
ウ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、ま
た
、他
の
小
学
校
に
お
い
て
も
活
用
の
検
討
を
順

次
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。一
方
、佐
比
内
地

区
に
お
い
て
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
岩
手
支
店
と
の
協
定
に

よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
着
手
い
た
し

ま
す
。町
民
と
の
協
働
と
、民
間
事
業
者
と
の
公
民
連

携
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
の
３
駅
を
有
す
る
本
町
は
、利
便
性

の
良
さ
か
ら
宅
地
造
成
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。紫
波
中

央
駅
で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支
社
の
ご
協
力
の
も
と
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
に
、古
館
駅
に
お
い
て
は
駅
前
広
場

の
整
備
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。役
場
旧
庁
舎
跡
地

で
は
７
月
の
開
業
を
目
指
し
、民
間
事
業「
ひ
づ
め
ゆ
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、昨
年
蒔ま

い
た
種
が
今
年
は一

斉
に
花
開
く
年
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
を
軸
に
、さ
ら
に

暮
ら
し
心
地
の
良
い
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

紫
波
町
長
　
熊
谷
　
泉

敬称を省略し、企業名は通称で記載しております。
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平
成
30
年
か
ら
紫
波
第
三
中
学
校
の

生
徒
が
、日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三

中
米
を
販
売
し
て
い
ま
す
。令
和
2
年・3

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、日
野
四
中
の
生

徒
が
日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三
中

米
を
販
売
し
、三
中
生
は
リ
モ
ー
ト
で
参

加
し
ま
し
た
。

【
平
成
29（
2
0
1
7
）年
】

●
1
月
30
日 

姉
妹
都
市
盟
約
締
結

●
日
野
市
産
業
ま
つ
り 

（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
が
ワ
イ
ン

販
売

●
広
報『
紫
波
ネ
ッ
ト
』12
月
号
で
日
野
市
探
訪
を
特
集

【
平
成
30（
2
0
1
8
）年
】

●
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
　（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
が
ワ
イ

ン
販
売（
以
降
毎
年
出
店
） 

●
日
野
市
荻
原
副
市
長
来
町
　
町
内
視
察（
酒
蔵
、宿
は
こ
や
な
ど
）

●
オ
ガ
ー
ル
祭
り
　
日
野
市 
T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店

●
紫
波
町
産
業
ま
つ
り 

　
日
野
市 
T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店
・
日
野
市
職
員
に
よ
る
ビ
ー
ル
販
売

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会
　
紫
波
三
中
の
生
徒
が
日

野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三
中
米
を
販
売（
以
降
毎
年
実
施
）

●
J
A
東
京
み
な
み
直
売
施
設「
み
な
み
の
恵
み
」１
周
年
感
謝

祭
参
加

●
日
野
市
商
工
会
の
役
員
が
来
町
　「
新
酒
ま
つ
り
」に
参
加

●
日
野
市
内
の
小
学
５
年
生
が
来
町
　
２
泊
３
日
の
農
泊
ツ
ー

リ
ズ
ム
体
験

町
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
1
月
30
日
に
東
京
都
日
野
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
。1
月
30
日
に

盟
約
締
結
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。町
の
名
誉
町
民
で
あ
る
巽
聖
歌
の
縁
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
姉
妹

都
市
交
流
の
5
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、新
し
い
取
り
組
み
も
紹
介
し
ま
す
。

●
日
野
市
産
業
ま
つ
り
　
町
商
工
会
、（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
が
出
店
。販
売
を
日
野
市
職
員
が
協
力

 【
令
和
元（
2
0
1
9
）年
】

●
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
　（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
が
ワ
イ

ン
販
売 

●
オ
ガ
ー
ル
祭
り
　
日
野
市 

T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店 

●
紫
波
町
産
業
ま
つ
り
　
日
野
市 

T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店
・
日
野
市
職
員
に
よ
る
ビ
ー
ル
販
売

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会 

●
日
野
市
議
会
来
町
　
町
内
視
察

●
町
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
が「
み
な
み
の
恵
み
」現
地
視
察

 【
令
和
2（
2
0
2
0
）年
】 

●
1
月
5
日
　
市
長・町
長
新
春
賀
詞
交
歓
会（
初
の
リ
モ
ー
ト
開
催
）

●
紫
波
の
恵
み
頒
布
会
　（
株
）よ
ん
り
ん
舎
に
よ
る
特
産
品
販

売
に
日
野
市
が
協
力 

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会（
三
中
生
は
リ
モ
ー
ト
で
参
加
）

　
日
野
四
中
の
生
徒
が
日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三
中
米
を

販
売

●
紫
波
の
地
酒
頒
布
会
　
紫
波
の
地
酒（
日
本
酒
）販
売
に
日
野

市
が
協
力 

●
姉
妹
都
市
お
土
産「
ま
ん
福
」開
発
開
始

▼
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
中
止 

▼
日
野
市
産
業
ま
つ
り
中
止 

▼
紫
波
町
産
業
ま
つ
り
中
止 

 【
令
和
3（
2
0
2
1
）年 

】

●
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り 

W
E
B 

開
催 

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会（
三
中
生
は
リ
モ
ー
ト
で
参
加
） 

▼
日
野
市
産
業
ま
つ
り
中
止

▼
紫
波
町
産
業
ま
つ
り
中
止

 【
令
和
4（
2
0
2
2
）年 

】

●
姉
妹
都
市
お
土
産「
ま
ん
福
」販
売
開
始

●
姉
妹
都
市
５
周
年
記
念
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
制
作

●
1
月
30
日 

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
5
周
年

　「
ま
ん
福
」は
、紫
波
町
と
日
野
市
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
こ
と

を
広
く
P
R
す
る
た
め
に
、日
野
市
の
御
菓
子
処・株
式
会
社

紀
の
國
屋
が
、明
星
大
学
の
学
生
の

ア
イ
デ
ア
を
原
案
と
し
て
開
発
し
ま

し
た
。生
地
に
紫
波
町
産「
ヒ
メ
ノ

モ
チ
」を
使
用
し
、日
野
市
産
サ
ツ

マ
イ
モ
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
餡
が
包

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
５
周
年
記
念

日
野
市
と
の
姉
妹
都
市
5
周
年
の
主
な
歩
み

紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

姉
妹
都
市
お
土
産
「
ま
ん
福
」

１
月
末
に
販
売
開
始

　「
自
園
自
醸
ワ
イ
ン
紫
波
」に
姉
妹
都
市
記
念
ラ
ベ
ル
が
登

場
し
ま
す
。紫
波
町
と
日
野
市
の
縁
を
結
ん
だ「
た
き
び
／
巽

聖
歌
作
詞
」の
歌
詞
か
ら
〝落
ち

葉
〞に
着
目
し
、ブ
ド
ウ
の
葉
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
歌
の
世
界
観
を
表

現
し
て
い
ま
す
。日
野
市
の
皆
さ

ん
に
も
紫
波
町
を
地
元
の
よ
う
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、ツ
タ
で

「
H
o
m
e
」と
描
い
て
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
記
念
ラ
ベ
ル
を
制
作

姉
妹
都
市
交
流

〜
町
民
・
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
大
歓
迎
〜

祝・盟
約締結

　

5周年

紫
波
町
・
日
野
市

紫
波
町
と
日
野
市
は

心
温
ま
る
交
流
が
続
い
て
い
ま
す

↑

　民
間
交
流
を
も
っ
と
進
め
た
い

　
　
　
　
企
画
総
務
部
・
総
務
課
長
　
山
上 

里
香

　
日
野
市
と
の
交
流
で
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
レ
ベ
ル

で
の
友
好
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
交
流
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　　姉
妹
都
市
の

つ
な
が
り
を
生
か
し
て
市
民
交
流
を

　
　
　
　
産
業
部
長
　
長
谷
川 

崇 

　
近
年
、
幅
広
く
都
市
と
の
交
流
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
お
互
い
に
市
民
レ
ベ
ル
で
、
姉
妹
都
市
と
い
う
つ

な
が
り
を
生
か
し
て
、
交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
い
い
で

す
ね
。

　　町
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
日
野
市
へ

　
　
　
　
産
業
部
・
商
工
観
光
課
長
　
内
城
　
拓

　
日
野
市
を
訪
ね
る
と
い
つ
も
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
日
野
市
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
日
野
市
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
、紫
波
町
の
名
を
広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

左から 内城商工観光課長、長谷川産業部長、 山上総務課長
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平
成
30
年
か
ら
紫
波
第
三
中
学
校
の

生
徒
が
、日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三

中
米
を
販
売
し
て
い
ま
す
。令
和
2
年・3

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、日
野
四
中
の
生

徒
が
日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三
中

米
を
販
売
し
、三
中
生
は
リ
モ
ー
ト
で
参

加
し
ま
し
た
。

【
平
成
29（
2
0
1
7
）年
】

●
1
月
30
日 

姉
妹
都
市
盟
約
締
結

●
日
野
市
産
業
ま
つ
り 

（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
が
ワ
イ
ン

販
売

●
広
報『
紫
波
ネ
ッ
ト
』12
月
号
で
日
野
市
探
訪
を
特
集

【
平
成
30（
2
0
1
8
）年
】

●
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
　（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
が
ワ
イ

ン
販
売（
以
降
毎
年
出
店
） 

●
日
野
市
荻
原
副
市
長
来
町
　
町
内
視
察（
酒
蔵
、宿
は
こ
や
な
ど
）

●
オ
ガ
ー
ル
祭
り
　
日
野
市 

T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店

●
紫
波
町
産
業
ま
つ
り 

　
日
野
市 

T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店
・
日
野
市
職
員
に
よ
る
ビ
ー
ル
販
売

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会
　
紫
波
三
中
の
生
徒
が
日

野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三
中
米
を
販
売（
以
降
毎
年
実
施
）

●
J
A
東
京
み
な
み
直
売
施
設「
み
な
み
の
恵
み
」１
周
年
感
謝

祭
参
加

●
日
野
市
商
工
会
の
役
員
が
来
町
　「
新
酒
ま
つ
り
」に
参
加

●
日
野
市
内
の
小
学
５
年
生
が
来
町
　
２
泊
３
日
の
農
泊
ツ
ー

リ
ズ
ム
体
験

町
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
1
月
30
日
に
東
京
都
日
野
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
。1
月
30
日
に

盟
約
締
結
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。町
の
名
誉
町
民
で
あ
る
巽
聖
歌
の
縁
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
姉
妹

都
市
交
流
の
5
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、新
し
い
取
り
組
み
も
紹
介
し
ま
す
。

●
日
野
市
産
業
ま
つ
り
　
町
商
工
会
、（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
が
出
店
。販
売
を
日
野
市
職
員
が
協
力

 【
令
和
元（
2
0
1
9
）年
】

●
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
　（
株
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
が
ワ
イ

ン
販
売 

●
オ
ガ
ー
ル
祭
り
　
日
野
市 

T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店 

●
紫
波
町
産
業
ま
つ
り
　
日
野
市 

T
O
Y
O
D
A 

B
E
E
R 

出
店
・
日
野
市
職
員
に
よ
る
ビ
ー
ル
販
売

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会 

●
日
野
市
議
会
来
町
　
町
内
視
察

●
町
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
が「
み
な
み
の
恵
み
」現
地
視
察

 【
令
和
2（
2
0
2
0
）年
】 

●
1
月
5
日
　
市
長・町
長
新
春
賀
詞
交
歓
会（
初
の
リ
モ
ー
ト
開
催
）

●
紫
波
の
恵
み
頒
布
会
　（
株
）よ
ん
り
ん
舎
に
よ
る
特
産
品
販

売
に
日
野
市
が
協
力 

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会（
三
中
生
は
リ
モ
ー
ト
で
参
加
）

　
日
野
四
中
の
生
徒
が
日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
で
三
中
米
を

販
売

●
紫
波
の
地
酒
頒
布
会
　
紫
波
の
地
酒（
日
本
酒
）販
売
に
日
野

市
が
協
力 

●
姉
妹
都
市
お
土
産「
ま
ん
福
」開
発
開
始

▼
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
中
止 
▼
日
野
市
産
業
ま
つ
り
中
止 

▼
紫
波
町
産
業
ま
つ
り
中
止 

 【
令
和
3（
2
0
2
1
）年 

】

●
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り 

W
E
B 

開
催 

●
紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会（
三
中
生
は
リ
モ
ー
ト
で
参
加
） 

▼
日
野
市
産
業
ま
つ
り
中
止

▼
紫
波
町
産
業
ま
つ
り
中
止

 【
令
和
4（
2
0
2
2
）年 

】

●
姉
妹
都
市
お
土
産「
ま
ん
福
」販
売
開
始

●
姉
妹
都
市
５
周
年
記
念
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
制
作

●
1
月
30
日 

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
5
周
年

　「
ま
ん
福
」は
、紫
波
町
と
日
野
市
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
こ
と

を
広
く
P
R
す
る
た
め
に
、日
野
市
の
御
菓
子
処・株
式
会
社

紀
の
國
屋
が
、明
星
大
学
の
学
生
の

ア
イ
デ
ア
を
原
案
と
し
て
開
発
し
ま

し
た
。生
地
に
紫
波
町
産「
ヒ
メ
ノ

モ
チ
」を
使
用
し
、日
野
市
産
サ
ツ

マ
イ
モ
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
餡
が
包

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
５
周
年
記
念

日
野
市
と
の
姉
妹
都
市
5
周
年
の
主
な
歩
み

紫
波
第
三
中
学
校
の
米
販
売
会

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

姉
妹
都
市
お
土
産
「
ま
ん
福
」

１
月
末
に
販
売
開
始

　「
自
園
自
醸
ワ
イ
ン
紫
波
」に
姉
妹
都
市
記
念
ラ
ベ
ル
が
登

場
し
ま
す
。紫
波
町
と
日
野
市
の
縁
を
結
ん
だ「
た
き
び
／
巽

聖
歌
作
詞
」の
歌
詞
か
ら
〝落
ち

葉
〞に
着
目
し
、ブ
ド
ウ
の
葉
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
歌
の
世
界
観
を
表

現
し
て
い
ま
す
。日
野
市
の
皆
さ

ん
に
も
紫
波
町
を
地
元
の
よ
う
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、ツ
タ
で

「
H
o
m
e
」と
描
い
て
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
記
念
ラ
ベ
ル
を
制
作

姉
妹
都
市
交
流

〜
町
民
・
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
大
歓
迎
〜

祝・盟
約締結

　

5周年

紫
波
町
・
日
野
市

紫
波
町
と
日
野
市
は

心
温
ま
る
交
流
が
続
い
て
い
ま
す

↑

　民
間
交
流
を
も
っ
と
進
め
た
い

　
　
　
　
企
画
総
務
部
・
総
務
課
長
　
山
上 

里
香

　
日
野
市
と
の
交
流
で
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
レ
ベ
ル

で
の
友
好
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
交
流
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　　姉
妹
都
市
の

つ
な
が
り
を
生
か
し
て
市
民
交
流
を

　
　
　
　
産
業
部
長
　
長
谷
川 

崇 

　
近
年
、
幅
広
く
都
市
と
の
交
流
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
お
互
い
に
市
民
レ
ベ
ル
で
、
姉
妹
都
市
と
い
う
つ

な
が
り
を
生
か
し
て
、
交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
い
い
で

す
ね
。

　　町
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
日
野
市
へ

　
　
　
　
産
業
部
・
商
工
観
光
課
長
　
内
城
　
拓

　
日
野
市
を
訪
ね
る
と
い
つ
も
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
日
野
市
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
日
野
市
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
、紫
波
町
の
名
を
広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

左から 内城商工観光課長、長谷川産業部長、 山上総務課長
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道
路
の
除
雪

●
除
雪
後
の
道
路
を
見
る
と
、綺
麗
に
除
雪
さ

れ
て
い
る
道
路
と
そ
う
で
な
い
道
路
が
あ
り
ま

す
。い
ず
れ
の
道
路
も
綺
麗
に
除
雪
し
て
ほ
し

い
で
す
。

●
除
雪
に
関
し
て
は
、地
区
に
よ
って
請
け
負
っ

て
い
る
事
業
者
の
機
械
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技

術
に
よ
り
、仕
上
が
り
に
差
が
出
て
し
ま
っ
て

い
る
状
況
か
と
思
い
ま
す
。土
木
課
で
除
雪

状
況
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、指
導
は
し
て
お
り

ま
す
が
、昨
年
と
コ
ー
ス
が
変
わ
っ
た
り
、オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
変
わ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
、

毎
年
同
じ
よ
う
に
除
雪
が
行
え
な
い
実
情
も

あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
事
業
者
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
対
策

●
50
年
以
上
も
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
家
が
あ

り
ま
す
。草
な
ど
が
木
に
な
り
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
の
住す

み

か処
に
な
っ
て
い
ま
す
。全
然
手
が

加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、行
政
と
し
て
対
策

を
し
て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

●
空
き
家
対
策
の
計
画
を
平
成
30
年
に
作

り
、法
律
に
基
づ
い
て
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
草
木
の
繁
茂
、景
観
、周
囲
へ
の
被
害
が

あ
る
場
合
は
、町
か
ら
所
有
者
に
お
話
し
し
、

対
応
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
場
所
を
担
当
課
へ

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、今
後
の
対
応
な
ど
に
つい

て
ご
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
の
紙
面
構
成

●
広
報
紙
の
見
直
し
に
あ
た
り
、縦
書
き
と
横

まちづくり座談会2021
報　告

　

町
は
10
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
、町
内
9
地
区
で「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」を

開
催
し
、延
べ
１
９
５
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。町
か
ら
の
情
報
提
供
と
し
て「
広

報
紙『
紫
波
ネ
ッ
ト
』を
月
１
回
の
発
行
に
変
更
」に
つ
い
て
説
明
後
、参
加
者
の
皆
さ
ん

の
自
由
発
言
と
し
て「
人
口
減
少
や
高
齢
化
」、「
学
校
の
跡
地
活
用
」な
ど
に
関
し
て
ご

意
見・ご
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

行
政
区
長
懇
談
会
と
の
二
部
構
成
と
し
た
上
で
時
間
を
短
縮
し
、公
民
館
会
場
と
役
場

の
リ
モ
ー
ト
会
場
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
い
で
の
質
疑
応
答
も
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
ご
質
問
お
よ
び
回
答
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
内
容
が
似
て
い
る
質
問
は
、回
答
を
集
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
質
問
（
●
参
加
者
発
言
　
●
町
か
ら
の
回
答
）

10
月
23
日（
土
）　

午
前
11
時
～
正
午

赤
石
公
民
館

参
加
者
27
人

10
月
24
日（
日
）　

午
前
11
時
～
正
午

中
央
公
民
館

参
加
者
25
人

6



書
き
が
混
在
す
る
場
合
は
、情
報
を
ペ
ー
ジ
内

で
完
結
さ
せ
る
な
ど
、読
み
に
く
く
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。ま
た
、総
合
版
と
お

し
ら
せ
版
を
一
緒
に
す
る
と
な
る
と
重
量
が

増
え
る
こ
と
が
心
配
な
の
で
掲
載
内
容
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
縦
書
き
横
書
き
に
つ
い
て
は
、最
近
姉
妹
都

市
で
あ
る
日
野
市
の
広
報
紙
の
綴つ
づ
る
向
き
が
、

横
書
き
用
の
左
綴と

じ
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
横
書
き
の
場
合
は
、左
綴
じ
が
め
く
り

や
す
い
で
す
。そ
し
て
、3
0
0
世
帯
ほ
ど
の

地
区
も
あ
る
の
で
、梱
包
を
し
て
い
て
も
た
し

か
に
重
い
と
思
い
ま
す
。今
回
の
見
直
し
に
あ

た
って
は
、今
の
形
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、民
間
事

業
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、仕
様
を
決
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
相
談
の
実
態

●
虐
待
で
亡
く
な
る
子
ど
も
の
数
が
年
々
増

え
て
い
る
と
新
聞
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
に
は
す
く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。児
童
相
談
所
の
相
談
に
通
う

子
ど
も
な
ど
、町
の
実
態
を
伺
い
ま
す
。

●
町
内
の
虐
待
に
つ
い
て
、具
体
的
な
数
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
話
せ
ま
せ
ん
が
、対

応
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。町
で
は
、ど
の

よ
う
な
子
ど
も
が
ど
の
地
域
に
い
る
の
か
と
い

う
情
報
を
集
め
な
が
ら
協
議
す
る
会
議
を
設

け
て
い
ま
す
。会
議
に
は
、町
の
職
員
は
も
と

よ
り
、警
察
や
児
童
相
談
所
、民
生
児
童
委

員
、人
権
擁
護
委
員
、保
育
所
、学
校
の
教
師

な
ど
が
集
ま
り
、情
報
共
有
を
行
い
、支
援
策

を
協
議
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害

●
昨
年
、一
昨
年
あ
た
り
か
ら
、イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
畦け

い

畔は
ん

の
崩
壊
や
農
作
物
の
被
害
が
相
次
い

で
い
ま
す
。西
部
地
区
で
の
鳥
獣
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
、町
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

聞
き
た
い
で
す
。

●
西
部
地
区
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
他
、シ
カ
に
よ
る

被
害
が
あ
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
ま
す
。対
策

を
強
化
す
る
た
め
、頭
数
や
生
息
地
の
管
理
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
防
除
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。昨
年
度
、町
で
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、志
和
公
民

館
で
も
意
見
公
募
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。地
域
ぐ
る
み
で
対
策
を
考
え
る
の
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。地
域
の
方
々
で
集
ま
っ
て
話

し
合
う
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
ご
説

明
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
指
標

●
ま
ち
づ
く
り
指
標
に
つ
い
て
、「
民
生
児
童
委

員
の
地
域
活
動
回
数
」が
、平
成
30
年
の
基
準

値
、令
和
5
年
、令
和
9
年
の
目
標
値
、そ
れ
ぞ

れ
3
3
0
0
回
と
増
減
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
関
係
の
指
標「
主
な
野
菜
作
付
面
積

（
き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
）」も
35
　

ha
で
増

減
な
し
で
す
。前
向
き
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

●
民
生
児
童
委
員
は
、そ
の
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。地
域
を

回
っ
て
も
、直
接
お
話
し
で
き
な
い
状
況
も
あ

る
よ
う
で
す
。民
生
委
員
も
、そ
の
状
況
を
よ

し
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、何
と
か
し
た

い
思
い
が
あ
る
と
い
う
声
を
役
員
会
な
ど
で
聞

い
て
い
ま
す
。活
動
の
レ
ベル
を
決
し
て
落
と
さ

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
気
持
ち
の
表
れ
と

し
て
、ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
関
係
の
指
標
に
つ
い
て
は
、新
し
く
農

業
を
始
め
る
人
よ
り
辞
め
る
人
が
多
い
と
い
う

現
況
で
、現
状
維
持
す
ら
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。新
規
就
農
者
を
で
き
る
だ
け
募
り
、施
設

園
芸
な
ど
の
作
付
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う
に

支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

火
事
に
伴
う
水
道
の
濁
り

●
大
き
な
火
災
が
あ
っ
た
日
に
水
道
が
か
な

り
濁
り
ま
し
た
。そ
の
理
由
を
お
尋
ね
し
た
い

で
す
。

●
赤
水
は
、消
火
栓
の
使
用
に
よ
っ
て
管
内
の

流
速
が
早
ま
る
こ
と
で
、内
部
の
浮
遊
物
が
出

て
し
ま
い
発
生
す
る
も
の
で
す
。管
内
に
は
浮

遊
物
が
沈
殿
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、消
火
栓

な
ど
で一
気
に
放
水
す
る
と
、内
部
の
汚
れ
が

少
し
浮
き
出
て
し
ま
い
ま
す
。赤
水
発
生
の

都
度
、各
世
帯
で
水
道
か
ら
排
水
し
て
い
た
だ

き
、使
用
料
は
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

米
価
下
落
に
対
す
る
施
策

●
今
年
は
米
価
、仮
渡
金
が
も
の
す
ご
く
下
が

り
ま
し
た
。町
で
そ
れ
に
対
す
る
施
策
を
持
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

●
米
価
の
下
落
に
つ
い
て
は
、か
つ
て
な
い
60
㎏

当
た
り
２
０
０
０
円
の
下
げ
幅
で
、1
万
円
を

割
る
品
種
も
あ
り
ま
す
。町
と
し
て
は
、コ
ロ

ナ
の
影
響
で
外
食
の
方
に
回
る
お
米
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、60
㎏
当

た
り
２
０
０
円
、J
A
に
出
荷
し
た
う
る
ち

米
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
で
、J
A
と
協
議

し
て
い
ま
す
。

10
月
24
日（
日
）　

午
後
3
時
30
分
～
4
時
30
分

志
和
公
民
館（
生
活
会
館
）

参
加
者
23
人

10
月
25
日（
月
）　

午
後
6
時
30
分
～
7
時
30
分

彦
部
公
民
館

参
加
者
16
人
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ま
ち
づ
く
り
指
針
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
施
策

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
施
策
と
し
て
、地
域
づ

く
り
活
動
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。当
地
区
は
、

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、獣
害
対
策
、耕
作
放

棄
地
な
ど
悩
ま
し
い
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。人
が
い
な
い
な
か
で
も
、や
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
状
況
が
あ
る
の
で
、活
動
補
助

金
の
個
別
案
件
ご
と
の
審
査
や
基
準
、事
例
に

つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

●
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
は
、ま
ず
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
10
万
円
の
補
助
が
あ

り
、次
の
段
階
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て

30
万
円
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。地
域
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
団
体
と

し
て
、今
年
度
は
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
郷
土
史
の
本
を
読
み
上
げ
て

収
録
す
る
こ
と
や
、イ
ベ
ン
ト
開
催
の
支
援
の

事
例
が
あ
り
ま
す
。地
域
で
何
に
困
っ
て
い
る

か
、ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
い
い
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、一
緒
に
検
討
し
て
支
援
を

進
め
て
い
ま
す
。

佐
比
内
小
学
校
の
跡
地
活
用

●
小
学
校
跡
地
へ
の
公
民
館
機
能
の
移
転
が

決
ま
っ
て
お
り
、ス
ペ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て
は

地
域
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
跡
地
活
用
に
併
せ
て
公
民
館
跡
地
活

用
も
一
緒
に
意
見
聴
取
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。公
民
館
機
能
移
転
後
の
草
刈
り
な
ど

の
管
理
に
つ
い
て
不
安
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、現

時
点
の
小
学
校
跡
地
活
用
の
日
程
を
聞
き
た

い
で
す
。

●
学
校
跡
地
の
活
用
に
関
し
て
は
、令
和
3

年
3
月
に
学
校
跡
地
活
用
の
基
本
方
針
を
策

定
し
て
、5
月
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ど
の
く
ら
い
の
公
民
館
機
能
が
必
要
な
の
か

令
和
4
年
度
か
ら
、地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
、現
地
の
見
学
会
も
開
催
し
な
が
ら
見

極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

国
道
3
9
6
号
付
近
の
道
路
整
備

●
3
9
6
号
を
真
ん
中
に
し
て
、赤
沢
2
区
の

谷
側
は
、天
気
が
悪
い
と
山
か
ら
の
水
で
道
路

が
悪
く
、天
気
が
良
け
れ
ば
粉
じ
ん
だ
ら
け
に

な
り
ま
す
。20
年
前
は
そ
れ
が
当
た
り
前
で
し

た
が
、高
齢
化
、過
疎
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
道
路

環
境
を
よ
く
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

●
町
は
町
道
延
長
約
9
4
8
km
を
管
理
し
て

い
ま
す
。平
成
30
年
度
現
在
、道
路
改
良
率

が
約
61
％
、舗
装
率
が
約
40
％
と
い
う
状
況

で
、請
願
な
ど
、整
備
要
望
を
上
げ
ら
れ
て
い

る
道
路
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
順
次
整
備

し
て
い
ま
す
が
、道
路
の
維
持
補
修
も
あ
り
、

行
き
届
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。今
後
も

要
望
を
整
理
し
な
が
ら
、整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

鳥
獣
被
害

●
ク
マ
や
シ
カ
な
ど
の
獣
が
多
く
、果
樹
被
害

が
多
発
し
ま
し
た
。電
柵
を
設
置
し
て
も
、こ
れ

を
破
ら
れ
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。町
は
、個

体
数
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
の
駆
除
に
力
を

注
い
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●
町
は
4
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、ク
マ

1
0
0
件
、イ
ノ
シ
シ
8
件
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
4
件

な
ど
計
2
2
0
件
ほ
ど
の
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
、猟
友
会
の
協
力
を
得
て
捕
獲
な
ど
の
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。寄
せ
付
け
な
い
、被

害
を
防
ぐ
と
い
う
取
り
組
み
の
ほ
か
に
、個
体

数
を
調
整
す
る
対
策
も
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。鳥
獣
の
捕
獲
体
制
を
整
え
る
た
め
、

来
年
度
に
向
け
て
、資
格
取
得
の
た
め
の
講
習

会
に
対
す
る
補
助
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
、担
い

手
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

長
岡
小
学
校
の
跡
地
活
用

●
小
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、地
元
か
ら
の

意
見
要
望
が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
つ
も
り
か
、お
聞
き

し
た
い
で
す
。

●
地
域
か
ら
の
要
望
と
し
て
、校
庭
、体
育
館

を
従
来
通
り
使
い
た
い
と
の
要
望
が
多
か
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。事
業
予
定
者
か
ら

は
、校
庭
に
は
建
物
を
建
て
、建
物
以
外
の
部

分
は
公
園
の
よ
う
な
公
共
空
間
に
し
て
い
く

提
案
が
あ
り
ま
す
。体
育
館
は
、今
の
と
こ
ろ

活
用
予
定
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、町
で
今
後

の
管
理
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。校
舎

は
、今
回
提
案
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、活
用
の
検
討
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
予
定
者
の
提
案
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
長

岡
の
価
値
で
あ
る
農
業
な
ど
を
教
育
で
守
って

い
く
」で
す
。ま
だ
事
業
予
定
者
と
協
議
し
て

い
る
段
階
な
の
で
、11
月
以
降
に
町
と
地
元
の

皆
さ
ん
と
話
し
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。事
業
予
定
者
か
ら
は
、地
元
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
事
業
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
提
案
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、生
ま
れ

変
わ
って
も
教
育
の
場
所
と
し
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

営
農
組
織
化
の
サ
ポ
ー
ト

●
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

10
月
26
日（
火
）　

午
後
6
時
30
分
～
7
時
30
分

佐
比
内
公
民
館

参
加
者
21
人

10
月
28
日（
木
）　

午
後
6
時
30
分
～
7
時
30
分

赤
沢
公
民
館

参
加
者
23
人

10
月
29
日（
金
）　

午
後
6
時
30
分
～
7
時
30
分

長
岡
公
民
館

参
加
者
20
人

役場のリモート会場の様子
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つ
い
て
、今
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、耕
作
放
棄
地

等
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

い
ま
す
。一
般
社
団
法
人
形
式
に
よ
る
集
団
営

農
組
織
の
法
人
化
を
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
い

い
の
か
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

●
農
業
組
織
の
法
人
化
に
は
、農
事
組
合
法

人
や
株
式
会
社
、一般
社
団
法
人
な
ど
の
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
。地
域
の
農
業
者
の
方
々
が
集

ま
っ
て
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
毎
年
見
直
し
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

機
会
に
、地
域
で
法
人
化
に
つい
て
話
し
合
い
を

し
て
、動
い
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。地
域
の

集
ま
り
の
場
に
説
明
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
ご

要
望
が
あ
れ
ば
町
も
お
伺
い
し
ま
す
。こ
の
地

域
の
5
年
後
、10
年
後
の
姿
を
地
域
の
皆
さ
ん

で
共
有
し
て
法
人
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進

め
て
い
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
公
共
施
設
の
利
用
制
限

●
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
時
に
、紫
波
町

だ
け
が
総
合
体
育
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
利

用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。施
設
に

従
事
し
て
い
る
方
々
は
、感
染
防
止
の
た
め
に

多
大
な
る
労
力
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
。な
ぜ

止
め
る
決
断
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
聞
き
た

い
で
す
。

⃝
た
し
か
に
全
県
的
に
公
共
施
設
が
利
用
を

中
止
し
て
い
ま
し
た
。公
共
施
設
の
開
閉
は
、

紫
波
町
の
感
染
状
況
や
、県
と
国
か
ら
の
指
針

や
要
請
に
基
づ
い
て
決
め
て
い
ま
す
。判
断
で

き
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
て
、日
常
生
活
と
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
を
見
て
開
け
て
い
た
と
い
う
の

が
実
情
で
す
。

　

指
定
管
理
者
は
民
間
で
す
の
で
、配
慮
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、公
共
施
設
で
あ
る

こ
と
や
、行
政
施
設
を
運
営
し
て
い
る
者
と
し

て
、危
険
で
も
、科
学
的
な
防
御
を
し
な
が
ら

職
員
の
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、開
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。不
安
へ
の

配
慮
も
必
要
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
住
民
の
皆

さ
ん
は
、ど
こ
に
も
行
け
な
い
こ
と
で
心
身
に

支
障
を
き
た
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。指
定
管
理
者
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
は

ご
苦
労
を
か
け
ま
し
た
が
、ぜ
ひ
そ
こ
は
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
活
動
費

●
古
館
地
区
の
高
齢
者
は
年
々
増
え
、民
生
委

員
さ
ん
が
本
当
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。町
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
民
生
委
員
さ
ん
を
支
援
す
る
手
段

は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

⃝
相
談
や
支
援
が
必
要
な
人
が
増
え
て
い
る

状
況
で
、民
生
委
員
さ
ん
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。活
動
費
は
国
、県

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。町
は
、民
生
委
員

の
皆
さ
ん
に
民
生
区
長
を
お
願
い
し
て
お
り
、

年
間
6
万
円
ほ
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。こ

の
額
を
上
げ
ら
れ
る
か
は
検
討
が
必
要
で
す

が
、国
に
も
民
生
委
員
制
度
に
つ
い
て
の
意
見

を
出
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、時
代
の
動
向
だ

と
思
い
ま
す
。民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
、熱
心

に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
の
は
重
々

わ
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、問
題
が
複
雑
だ
と

か
、何
か
手
だ
て
が
必
要
だ
と
い
う
場
合
は
、

町
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
分
の
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

●
水
分
で
は
、J
A
の
出
張
所
が
な
く
な
り
、

小
学
校
も
閉
校
に
な
り
ま
し
た
。地
域
の
に
ぎ

わ
い
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。農
業
は
、生

産
組
合
へ
の
業
務
委
託
も
限
界
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。農
業
の
5
年
後
、10
年
後
が
非
常
に

心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。道
筋
、明
る
い
展
望
を
何

と
か
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⃝
紫
波
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
や
総
合

計
画
に
、農
家
を
守
る
施
策
と
し
て
、農
業
所

得
の
向
上
と
経
営
の
安
定
化
、農
村
環
境
の

維
持
の
二
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

農
業
所
得
の
向
上
は
、農
産
物
の
価
格
が
上

が
ら
な
い
状
況
で
、生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
た
く

て
も
機
械
の
経
費
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。後

継
者
を
育
て
る
農
業
所
得
を
確
保
す
る
た
め
、

農
地
を
集
積
し
、大
規
模
な
農
業
を
展
開
で

き
る
よ
う
に
し
て
、給
料
と
し
て
農
作
業
代
を

払
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
大
事
に
な

る
と
思
い
ま
す
。地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、人・

農
地
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
仕
組
み
を
持
って
、今
後

の
農
地
に
つ
い
て
、真
剣
に
皆
さ
ん
で
話
し
合

う
時
期
が
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の
皆

さ
ん
で
会
合
を
開
く
と
き
に
は
ぜ
ひ
呼
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
、我
々
も
現
状
を
説
明
に
伺
い
ま

す
の
で
、お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト

●
西
の
杜
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
デ
マ
ン

ド
型
交
通
に
し
て
、バ
ス
停
か
ら
自
宅
ま
で
の

間
の
事
故
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、現
在
の
ル
ー
ト
設
定
で

の
運
行
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、小
学
生
の
利

便
性
を
考
え
て
設
定
し
て
ほ
し
い
で
す
。

⃝
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、全
4
系
統
で
運
行
し
て
い

ま
す
。地
域
の
方
々
に
、各
バス
停
で
の
見
守
り

活
動
や
誘
導
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
全
に
子
ど
も
た
ち
の
見
送
り
を
す
る
こ
と

で
進
め
て
い
ま
す
。ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
そ
の
家
の

戸
口
か
ら
学
校
ま
で
と
な
る
と
、今
度
は
体
力

の
面
が
心
配
だ
と
い
う
保
護
者
の
意
見
も
出

て
き
ま
す
。い
ろ
い
ろ
調
整
し
て
、バ
ス
停
ま
で

の
距
離
を
1
km
と
し
、通
学
の
た
め
に
1
km
で

あ
れ
ば
歩
い
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
保
護
者
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

バ
ス
ル
ー
ト
は
児
童
の
自
宅
の
位
置
に
よ
り
ほ

ぼ
毎
年
の
よ
う
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、次
の
年
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

10
月
30
日（
土
）午
前
11
時
～
正
午

古
館
公
民
館

参
加
者
24
人

10
月
30
日（
土
）午
後
3
時
30
分
～
4
時
30
分

水
分
公
民
館

参
加
者
16
人

　

会
議
録
は
、後
日
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、各
地
区
公
民
館
や
図
書
館

に
配
置
す
る
予
定
で
す
。

■
担
当　

企
画
課 

総
合
政
策
係

　

☎（
６
７
２
）２
１
１
１ 

内
線
２
３
１
1
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紫波町役場の連絡先  ☎672-2111  FAX  672-2311 （記載のない場合の市外局番は019です）

■対象経費
　令和３年10月から12月までの賃借料（地代・家賃など）
３カ月分
■補助額
　月額賃借料（税抜）の50％×３カ月分（上限10万円／月）
■申請期限　１月26日（水）
■問合せ
　商工観光課 商工観光係
　☎672-2111 内線2214

紫波町経営臨時支援金
■対象
　次の要件全てに該当する人

（１）町内中小企業者であり、町が定める事業を営む人
※指定業種など、詳細については町のホームページでご確認ください。

（２）令和３年４月から12月までの期間のうち、連続する３
カ月の売上が前々年（平成31年もしくは令和元年）
同期比20%以上減少していること。

※創業から間もない人であって、前々年同期の売上との比較がで
きない場合は、創業から売上を比較する月までの間の連続する３
カ月の売上を前々年同期の売上とみなします。

■給付額
　1事業者当たり

売 上 減 少 率 給 付 額
30％以上 10万円
20％以上30％未満 25万円

※申請は１事業者１回限り、複数事業所を営んでいる場合も同額

■申請期限　１月31日（月）　
■問合せ
　商工観光課 商工観光係
　☎672-2111 内線2214

紫波町飲食店テイクアウト等支援事業費補
助金
※事前申請が必要ですので、商工観光課に問い合わせ

ください
■対象
　飲食店を経営する人で、令和3年4月1日から令和4年
1月31日までの間に下記（1）または（2）に該当する事業
を行う人
■対象経費

（1）業態転換
①店舗修繕
　業態転換に必要な店舗の修繕、模様替えおよび増築工

事に要する費用
②店舗外営業
・営業許可などの許認可取得に要する費用
・屋台、移動販売、宅配などを行うための車両の購入に

要する費用
・店舗外で販売を行う場合の会場借上料
③新商品開発
・新商品の開発に必要な機材の導入に要する費用

（2）販売促進
①受注や決済システム導入に要する費用
②チラシ・ポスターの製作その他の広報に要する費用
③テイクアウトなどに必要となる食品容器およびその他

消耗品や備品などの購入費用
■補助額
上記（1）の業態転換…1事業所当たり上限50万円
上記（2）の販売促進…1事業所当たり上限10万円
■申請期限　2月4日（金）
■問合せ
　商工観光課 商工観光係
　☎672-2111 内線2212

第２弾　紫波町感染症拡大防止対策促進事
業費補助金
第１弾の交付を受けた人も申請できます
対象経費に空気清浄機、体温計を追加しました！
■対象
　町内中小企業者であり、町が定める業種を営む人
※指定業種など、詳細については町のホームページでご確認ください。
■対象経費
　次の条件を全て満たす経費が対象となります。

（１） 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために
行う対策の経費であること

（２） 交付要領に定める経費であること
（３） 令和3年10月１日から令和4年2月10日までの間に

発注、契約および支払いが完了した経費であること
（４） 他交付補助金に申請していない経費であること
※経費にかかる消費税および地方消費税に相当する金額は対象

に含みません。
■補助額
　1事業所（店舗・事務所など）当たり上限８万円
※そのうち、消耗品費に当たる経費の上限は３万円以内

■申請期限　2月10日（木）
■問合せ
　商工観光課 商工観光係
　☎672-2111 内線2214

※いずれの事業も予算の上限に達した場合は、申請期限前に終了します。
10



新型コロナ対策新型コロナ対策特集特集

新型コロナワクチン追加（3回目）接種券の
送付時期
　新型コロナワクチンの追加（3回目）接種は、2回目を
接種した日から、原則8カ月以上経過した人が受けられ
ます。町は、令和3年7月4日までに2回目の接種を終え
た人に対して、1月上旬に接種券をお送りしました。また、
令和3年9月末までに2回目接種を終えた人には、1月末
に接種券を発送予定です。その後も随時発送しますの
で、券が届きましたら内容を確認し、紛失しないよう大切
に保管してください。

3回目の接種方法について
①医療従事者
　勤務先の医療機関で接種を受けられる場合がありま
す。詳しくは勤務先にご確認ください。
②入院中・入所中の人
　入院中・入所中の医療機関や施設で接種を受けられる
場合があります。詳しくは入院・入所先にご確認ください。
③上記①、②以外の人
　町の集団接種を2月12日（土）から開始予定です。
　接種券とは別に、町からお送りする接種案内が届くま
でお待ちください。予約方法などについては、町のホーム
ページや町公式LINEアカウントでもお知らせします。

●町のホームページ
　新型コロナワクチン接種に関す
る最新情報は町のホームページ
で随時お知らせしています。

●町公式LINEアカウント
　町公式LINEアカウントを友達登録する
ことで、町の新型コロナワクチン接種に
関するお知らせが受信できます。

2回目接種後に紫波町に転入した人が
3回目接種を希望する場合は申請が必要です
　2回目接種後に町に転入した人は、町に接種記録がな
いため3回目の接種券をお送りできません。3回目接種を
希望する人は、健康福祉課窓口で申請をしてください。

　■申請に必要な書類
・接種券発行申請書（新型コロナウイルス感染症）

【3回目接種用】
※申請書は健康福祉課の窓口で交付します。町のホームペー

ジからもダウンロードできます。

・新型コロナワクチン接種済証または接種記録書の
写し

その他ご不明な点は下記の相談窓口に問い
合わせください

●ワクチン接種の予約・受け方などを聞きたい
紫波町新型コロナワクチンコールセンター 
☎ 0120-852-600
FAX  681-3548（聴覚に障がいのある人向けの窓口）

【受付時間】午前9時～午後6時（水・日・祝日を除く）
※1月から電話番号・FAX番号が変更になりました。

1 新型コロナウイルスワクチン接種情報
ワクチン接種についてのお知らせ（1月6日時点）

町の　　
ホームページ

町公式LINE　
アカウント

2 事 業 者 向 け 支 援 情 報

第３弾　紫波町地域企業経営継続支援事業
費補助金（家賃・地代補助）
第１弾、第２弾の交付を受けた人も申請できます
■対象
　次の要件全てに該当する人

（１）町内中小企業者であり、町が定める事業を営む人
※指定業種など、詳細については町のホームページでご確認ください。

（2）令和３年10月から12月までの間のいずれか１カ月の
売上が前々年（令和元年）同月と比較して30％以上
減少している人。

※創業から間もない人であって、前々年同月の売上との比較がで
きない場合は、創業から売上を比較する月までの間のいずれか１
カ月の売上を前々年の売上とみなします。

間 も な く 受 付 終 了
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紫波町小屋敷字新在家90番地

☎019-673-8555
ラ・フランス温泉館https://www.lafrance.co.jp/検索ラ・フランス温泉館

お肌に優しいアルカリ性温泉
お問い
合わせ

町民
限定
Special Price

つるりん

紫波町民入浴割引紫波町民入浴割引ラ・フランス
温泉館

ラ・フランス
温泉館

大　人
700円➡
小　人
350円➡
420円
220円

◆上記金額はお一人様の料金となります。◆ラ･フランス温泉館フロントで「運転免許
証」「保険証」など紫波町民であることを証明できるものを提示ください。◆土・日・祝
祭日およびGW・お盆・年末年始期間等の当社が指定する期間はご利用できません。

サウナ好評営業中古館駅

●中島歯科

至花巻 ４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

相心館 ゆう美容室

●

ゼ
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オ
ス
ポ
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ツ

https://aisinkanyu.com/　*yu@posh.jp

〒028-3303 紫波郡紫波町高水寺古屋敷６-31
TEL019-676-5825 

●

イオン
スーパー
古館店

休 館 日
［１月］16日・17日・24日・31日
［2月］1日・7日・13日・14日・20
日・21日・28日

LINE友達追加
お願いします
LINE友達追加
お願いします

新型コロナウイルス感染対策の為、お客様着用のマ
スクはサロンで準備しております。店内マスクの着
用・手指消毒のご協力を引き続きお願い致します。

新型コロナウイルス感染対策の為、お客様着用のマ
スクはサロンで準備しております。店内マスクの着
用・手指消毒のご協力を引き続きお願い致します。

相心舘ゆう美容室相心舘ゆう美容室
2022年も
どうぞよろしくお願いいたします
素敵なアイデアを技術でしっかり
サポートさせていただきます

ス（日詰字中新田227-1）
■問合せ　健康福祉課 福祉係
　☎672-2111 内線1322
　　　	

	食べ方相談室
　何をどれだけ食べたらいいか食事
についてお悩みの人へ、管理栄養士
が食習慣改善のアドバイスをします。
■日時　2月3日（木）
　①午前9時　②午前10時　③午前

11時　④午後1時30分　⑤午後2
時30分　※①～⑤のうち、ご希望
の時間を申し込みください。

■会場　役場 1階 はつらつホール
■持ち物　健康診断結果票
■定員　各回3人
■申込・問合せ	1月27日（木）まで
　健康福祉課 健康係
　☎672-2111　内線1345

	座禅と運動でこころとカ
ラダを整える講座

	 ～元気はつらつメンバー
総合コース～

　自分のこころとカラダに眠っている
力を引き出し、整え方を学ぶ講座を開
催します。	 	 	 受講無料
■日時	 ２月２日（水）、２月９日（水）、

２月１７日（木）（全３日、３回コース）　
　いずれも午前10時～正午
■会場　役場 1階 はつらつホール
■内容・講師
　運動 ＭＳスポーツ健康科学研究所
  主宰　作山 正美さん
　座禅 正音寺 住職 石亀 孝文さん
　食 町主任栄養士
■持ち物　マスク、内履き、飲み物、筆

記用具
■対象者　町内在住の65歳以上の人
■定員	   先着15人
■申込・問合せ
　1月14日（金）から申込受付開始

　健康福祉課 健康係
　☎672-2111 内線1345
　　　	

	森のチェーンソー講座
	 ～楽しく学べる山仕事～
　チェーンソーの正しい使い方を、実
践を通じて学ぶ講座を開催します。
■日程
　令和4年4月～令和5年3月
　（10～20回開催）
■会場　盛岡市近郊の研修林
■定員　先着30人
■内容
　チェーンソーの正しい使い方、機

材・補助具の使い方、森林の基礎知
識を机上と実習で体験

■参加費　1万1000円（保険料・教
材費含む）

■申込・問合せ
　NPO法人いわて森林再生研究所
　佐藤 ☎090-6624-8290
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あけましておめでとうございます
今年も自園自醸ワイン紫波を
よろしくお願いします

紫波町産
マスカット
ベーリーＡ
使用

紫波アイナ新登場！

（株）紫波フルーツパーク ☎019-676-5301
紫波町遠山字松原1-11 道の駅紫波200m奥 http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/top.html 

☎019-671-1162 (     )
新住所  岩手県紫波郡紫波町日詰字朝日田59-11

駅
央
中
波
紫

岡
盛
↑

線
本
北
東

号
４
道
国

花巻
↓

紫波町
役場
●

旧店舗

紫波総合高校●

波
紫
　

新店舗

※コロナ感染対策のため、事前予約にて承っ
ております。ご協力頂きますようよろしく
お願いします。

○受付時間
　平日 9時～13時
　　　 15時～22時
　土曜 9時～13時
　　　 午後休業
○休院日  日曜・祝日

予約・
お問合せ

まるもり整骨院
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お仕事探している方も
求人でお困りな企業様も

岩手県紫波郡紫波町犬渕字南谷地32-34
☎/019-672-5860

*/j2b@oboe.ocn.ne.jp
ホームページ/j2b.jp
J2B

にお任せください！！

今月のお仕事をご紹介♪

① 時給：1,100円
月収例/184,000円以上可

場所：矢巾流通センター　/休日：土・日・祝
時間：8：30～17：30（実働８時間）
仕事内容： 冷凍庫で商品を集めて、
 常温倉庫で仕分ける業務
 20代～50代男性活躍中！！

② 時給：950円
月収例/85,500円以上可

場所：雫石町　/休日：土・日・他
時間：8：30～17：30（実働7時間30分）
仕事内容：植物の育成・管理業務

まだまだお仕事あります！ご相談ください♪

20代～50代女性活躍中！！！　
月10日～12日程度勤務

南昌福祉の里
～医療・保健・福祉三位一体で

質の高い療園～医療法人社団 帰厚堂

■診療科目　内科／脳神経内科／リハビリテー
　ション科／脳神経外科／循環器内科
■診療日  月曜～金曜　■休診  土曜・日曜・祝日
■診療時間　9:15～17:00
　(受付時間：8:30～12:00、13:00～16:00)

〒028-3621 矢巾町広宮沢第1地割2番181
TEL：（697）5211・FAX：（697）5215 TEL：（697）3288・FAX：（697）0641

介護老人保健施設

敬愛荘

	紫波町図書館
	 特別整理期間による休館
　町図書館は、年1回の蔵書点検の
ため、下記の間休館します。学習室は
利用できます。皆さんのご理解とご
協力をお願いします。
■休館日 1月31日(月)～2月4日(金)
　※休館中の本、ＣＤ・ＤＶＤ（要梱包）

の返却は、ブックポストへお願いし
ます。
■問合せ　町図書館 ☎671-3746
　　　	

	灯油高騰対策特別助成金
の申請受付中

　灯油価格高騰を踏まえ、冬期間の
経済的負担の軽減を図るため、以下
の条件を満たす世帯に灯油などの購
入費を助成します。対象になると思わ
れる世帯には１月上旬に申請書を郵
送しました。内容を確認し、対象となる
場合は速やかに申請してください。な
お、審査の結果によっては助成金が支
払われない場合があります。
■助成対象世帯　令和３年１２月１日

時点で町に居住している世帯のう
ち、次の①または②に該当する世帯

　①世帯全員が令和３年度住民税非
課税の世帯で、高齢者のみ世帯・障
がい者の属する世帯・ひとり親世帯
または養育者世帯

　②生活保護世帯
■助成額　５０００円（１世帯当たり）
■申請期限　２月１５日（火）まで

■提出書類
　①申請書
　②振込先口座の通帳の写し
■申請方法　申請案内に同封してい

る返信用封筒に上記提出書類を入
れて申請してください。新型コロナ
ウイルス感染症予防のため郵送で
の申請にご協力ください。

　※助成要件に該当している世帯で、
申請書が届いていない場合は、下
記担当に問い合わせください。

■問合せ　健康福祉課 福祉係
　☎672-2111 内線1320
　　　	

	税申告用各種証明書を	
交付します

〇要介護認定により障害者控除を受
ける人
　介護保険の要介護認定のある人
やその家族が、所得税確定申告で障
害者控除を受けるためには、確定申
告時に「障害者控除対象者認定書」
の提出が必要な場合があります。

■認定書が必要な人　本人または家
族が令和３年12月末時点（亡くなっ
ている場合は死亡日時点）で要介護
１～要介護５の認定を受けており、
町の確定申告相談会場以外で税申
告をする人

※認定書は申請により町が交付します
■認定書が不要な人　町の確定申告

相談会場で税申告をする人や、「身
体障害者手帳」「療育手帳」「精神障
害者保健福祉手帳」などの交付を
受けている人

〇おむつ代に係る医療費控除を受ける人
　　所得税確定申告でおむつ代を医

療費控除の対象にするには、医療
機関で医師が発行する「おむつ使
用証明書」と支出したおむつ代の領
収書が必要です。

　　ただし、要介護認定を受けている
人で、次の１、２の両方に当てはまる
場合は、町で交付する「主治医意見
書内容確認書」を「おむつ使用証明
書」に代えることができます。

※証明書費用は医療機関にご確認く
ださい。

■「主治医意見書内容確認書」を受け
られる人

１．おむつ代を含めて医療費控除を受
けるのが２年目以降の人

２．介護保険の要介護認定の際に用い
る主治医意見書により、寝たきりで
尿失禁の状態であることが確認で
きる人

※確認書は申請により町が交付します
■交付場所・問合せ
　長寿介護課 介護保険係
　☎672-2111 内線1220～1223

	おしゃべり会
　心の病気を抱える人の家族が、普段
話せない悩みや苦しみ、病気の症状や服
薬などについて話ができる憩いの場で
す。気軽にお越しください。	 	 申込不要
■日時 2月2日（水）
　午前10時～11時
■会場　Caféゆいの木 フリースペー

00 紫波ネット 2018年00月号 00

※新型コロナウイルス感染症対策のため、イベントが一部中止・延期となる
　場合があります。詳細は各問合せ先にご確認ください。
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任期満了に伴う紫波町長
選挙を行います。投票できる人には、1
月18日（火）以降に投票所入場券を郵
送します。あなたの大切な一票を投票
しましょう。
■投票日　１月２３日（日）
■投票時間　午前７時～午後８時
■投票場所
第１投 票 所 中央公民館活動室※

第２投 票 所 古館公民館ふれあい
ホール

第３投 票 所 水分公民館
第４投 票 所 西の杜小学校
第５投 票 所 旧片寄小学校
第６投 票 所 赤石公民館
第７投 票 所 彦部小学校
第８投 票 所 星山小学校
第９投 票 所 佐比内公民館
第10投票所 赤沢公民館
第１１投票所 長岡公民館
※中央公民館の投票場所を集会室か

ら活動室へ変更します。

■選挙公報を発行します
　候補者の経歴や政見などを掲載し
た選挙公報を、1月19日（水）～21日

（金）頃に全戸配布します。
■期日前投票をご利用ください
　投票日に仕事やレジャーなどの予
定がある場合や、新型コロナウイルス
感染症の感染リスク回避や、積雪で
足元が悪いことが想定される場合な
ども期日前投票を行うことができま
す。ぜひ積極的にご利用ください。
・期日前投票できる期間
　１月１９日（水）～２２日（土）
・投票時間
　午前８時３０分～午後８時
・投票場所 役場３階 ３０４・３０５会議室
■不在者投票について
　出張などで期日前投票ができない
人は、滞在先の市区町村選挙管理委
員会で不在者投票ができます。また、
不在者投票の施設として指定された
病院などの施設に入院・入所している
人はその施設で不在者投票ができる

ほか、身体に一定の重度障がいなど
のある人は郵便などによる不在者投
票ができます。詳しくは選挙管理委員
会へ問い合わせください。
■選挙結果について
　選挙結果は、当日の開票後に町選
挙管理委員会のホームページに掲載
予定です。
■問合せ　町選挙管理委員会
　☎672-2111 内線2341

車いす利用者を	
投票所へ無料送迎します
　紫波町社会福祉協議会では、
町内在住の車いす利用者を対象
に、自宅から投票所までの間を無
料で送迎します。期日前投票の送
迎にも対応しますので希望日前
日までに申し込みください。
■申込・問合せ　紫波町社会福祉
協議会　☎672-3258

00 紫波ネット 2018年00月号 00

１月23日（日）は紫波町長選挙の投票日です

町立保育所保育士	採用試験
■採用予定人数　若干名
■応募資格
　保育士の資格を有している人
■勤務条件
　任用期間…令和4年4月1日から令

和5年3月31日まで
　勤務場所…町立保育所
　勤務時間…
　①1日7時間30分（週37時間30分）
　②1日5時間45分（週28時間45分）
　③1日4時間（週20時間）
　報酬…①月額17万6322円
　②月額11万9896円
　③月額 8万3406円
　手当…期末手当（6月・12月）、通勤

費用（町の規定による）

町立こどもの家指導員	採用試験
■採用予定人数　1人
■応募資格　放課後児童支援員の資

格を有している人
■勤務条件
　任用期間…令和4年4月1日から令

和5年3月31日まで
　勤務場所…町立こどもの家
　勤務時間…1日6時間（週30時間）
　報酬…月額12万6270円
　手当…期末手当（6月・12月）、通勤

費用（町の規定による）

放課後児童支援員	採用試験
■採用予定人数　若干名
■応募資格　放課後児童支援員の資

格を有している人　　　
■勤務条件　
　任用期間…令和4年4月1日から令

和5年3月31日まで
　勤務場所…町立こどもの家
　勤務時間…1日5時間（週25時間）
　報酬…月額9万7870円
　手当…期末手当（6月・12月）、通勤

費用（町の規定による）

放課後児童支援補助員	採用試験
■採用予定人数　若干名
■勤務条件
　任用期間…令和4年4月1日から令

和5年3月31日まで
　勤務場所…町立こどもの家
　勤務時間…1日5時間（週25時間）
　報酬…月額8万8451円
　手当…期末手当（6月・12月）、通勤

費用（町の規定による）

■申込方法
　こども課子育て支援係で配布す

る申込書に必要事項を記載し、2
月4日（金）までに提出。

■試験日・内容
　書類選考の上、面接試験により合

格者を決定します。 
　面接　2月16日（水）
■申込・問合せ  こども課 子育て支

援係  ☎672-2111 内線3183

町立児童施設職員募集
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㈲佐藤時計店

認定眼鏡士の店・眼科処方箋承ります

オガール店
☎672-5572

日詰店
☎676-2838

オガール店は紫波中央眼科の東隣です

コロナ感染予防の遠隔で眼鏡測定！コロナ感染予防の遠隔で眼鏡測定！コロナ感染予防の遠隔で眼鏡測定！コロナ感染予防の遠隔で眼鏡測定！
冬メガネ冬メガネ冬メガネ冬メガネ

遠用・近用 ￥  7,200～
両用レンズ ￥14,850～

特別な
メンテナンスが
いらない

約3倍
くもりにくい
※VPコート比（HOYA調査）

J1003FN-162/2021-08/BE30

	公民館指導員	採用試験
　公民館管理・事業運営に従事する
公民館指導員（会計年度任用職員）
の採用試験を実施します。
■採用予定人数　2人
■勤務条件　任用期間…令和4年4

月1日から令和５年3月31日まで
　勤務場所…佐比内公民館、赤沢公民館
　勤務時間…1日6時間（週30時間）
　報酬…月額15万4761円
　手当…期末手当（6月・12月）、通勤

費用（町の規定による）
■申込方法　生涯学習課生涯学習係

で配布または、町のホームページか
らダウンロードした申
込書類に必要事項を
記入し、2月4日（金）
正午までに提出。

■試験日・内容　書類選考の上、面接
試験により合格者を決定します。

　面接　2月15日（火）　町役場
■申込・問合せ　生涯学習課 生涯学

習係　☎672-2111 内線3120
　　　	

	行政事務員	採用試験
　町の一般行政事務に従事する行政
事務員（会計年度任用職員）の採用
試験を行います。
■採用予定人数　6人
■応募資格　①高校以上を卒業した

人／②3年以上民間企業などにお
ける職務経験がある人／③パソコ
ン（ワード、エクセル）の基本操作が
できる人

■勤務条件　任用期間…令和4年4

月1日から令和5年3月31日まで
　勤務時間…1日6時間45分（週33時間45分）
　報酬…月額14万2054円
　手当…期末手当（6月、12月）、通勤

費用（町の規定による）
■申込方法　総務課職員係で配布また

は、町のホームページからダウンロー
ドした申込書類に必要
事項を記入し、作文と
ともに2月4日（金）正
午までに提出。

■試験日・内容　書類選考の上、面接
試験により合格者を決定します。

　面接　2月17日（木）　町役場
■申込・問合せ　総務課 職員係
　☎672-2111 内線2009
　　　	

	町任期付職員（司書・文化
財専門員）	採用試験

■職種・採用予定数
　司書　1人 ／ 文化財専門員　1人
■応募資格
　司書　司書資格を有し、司書として公

共図書館での勤務経験が3年以上また
は図書館勤務経験が5年以上ある人

　文化財専門員　埋蔵文化財の知識
を有し、埋蔵文化財発掘調査の経
験がある人かつ普通自動車運転免
許（AT限定可）を有する人

■任用期間　いずれも令和4年4月1
日から令和7年3月31日まで

■試験日・会場　2月21日（月） 町役場
■申込方法　総務課職

員係で配布または、
町のホームページか
らダウンロードした

申込書類に必要事項を記入し、2月
10日(木)までに提出。※受付時間
は土日祝日を除く午前8時30分～
午後5時、郵送申込は2月10日(木)
午後5時必着

■申込・問合せ　総務課 職員係
　☎672-2111 内線2350
　　　	

	町図書館運営専門員
	 採用試験
　町図書館の業務に従事する図書館
運営専門員（会計年度任用職員）の
採用試験を行います。
■採用予定人数　１人
■応募資格　①高校以上を卒業した

人／②パソコン（ワード、エクセル）
の基本操作ができる人

※令和４年４月１日紫波町任期付職員
（司書）採用試験との併願受験可
■勤務条件　任用期間…令和４年４月

１日から令和５年３月３１日まで
　勤務時間…１日６時間４５分（週３３時間４５分）
　報酬…月額１４万９５４５円
　手当…期末手当（６月・１２月）、通勤

費用（町の規定による）
■試験日・内容　書類選考後、面接試

験により合格者を決定します。
　面接　２月２１日（月）　情報交流館
■申込・問合せ　町図

書館で配布または町
図書館のホームペー
ジに掲示する申込書
類に必要事項を記入し、作文ととも
に２月１０日（木）午後６時までに提出

　紫波町図書館　☎671-3746
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「お互いさま」で
支え合う地域づくり

　高齢化が進む中、独居の高齢者世帯が増加し、医療や介護だけでなく、さまざまな生活支援を必要とする人
が増えていくことが予測されます。人と人が世代や分野を超えてつながり、一人ひとりの暮らしに寄り添う地
域づくりが求められています。
　町は身近な集いの場や健康づくりの場、さりげなく行われているお互いさまの支え合いなどを「地域のお
宝」と捉えています。これまでの地域の支え合いを大事にしながら、さらに新しいつながりを築いていけるよう
に一緒に考えていきませんか。
　

紫波町生活支援体制整備事業  お宝事例発表会 参加費無料

　一人ひとりが人とのつながりを大事にし、気にかけ合うことが大切な今、皆さんとの情報共有を目的に、下
記のとおりお宝事例発表会を開催します。たくさんのご来場をお待ちしています。

お宝事例発表会～つながりはコロナに負けない～  要申込

■日時　2月19日（土）　午後1時15分～3時30分（開場　午後0時30分）
■会場　情報交流館 2階 大スタジオ
■地域のお宝事例発表会
　①仲良し2人組　②誕生日のプレゼントお届けします
　③朝のラジオ体操からウォーキングや登山へ　④買い物ついでにあつまりっこ
　⑤町で出会った小さな支え合い　※順不同
　コーディネーター　全国コミュニティライフサポートセンター　橋本 泰典さん
■申込受付期間　1月20日(木)～2月10日(木) 先着50人
■参加する皆さんへのお願い
●感染予防のため、以下の事項に該当する場合は参加を見合わせてください。

①体調がよくない場合（発熱・咳・のどの痛みなどの症状がある場合）
②身近なところで、感染もしくは感染が疑われる人がいる場合

●感染予防対策としてのお願い
①会場では、マスクの着用をお願いします。
②こまめな手洗い、アルコールなどによる手指消毒をお願いします。
③発表会終了後、約2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、問い合わせ先まで速や

かに報告してください。

■会場　盛岡南ショッピングセンターナックス、紫波中央駅待合室
■期間　2月8日（火）～28日（月）

【申込・問合せ】 長寿介護課 高齢者支援係　☎672-2111 内線1232

地域のお宝事例
パネル展示もぜひご覧ください
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〈担当・問合せ〉こども課 こども係　☎672-2111  内線3184

WEBも!

　このコーナーでは毎月、町の子育て支援情報など、「子ども」に関する情報
をお伝えしています。今回は「幼児期の運動遊び」について、紫波町子育て
応援センターの「親子うんどう遊び講座」の様子を交えて紹介します。

　文部科学省は、幼児期に体力・運動能力の基礎を培うことやさまざまな活動への意欲や
社会性、創造性などを育むことなどを目指して『幼児期運動指針』を策定しています。

体を動かすことで、体も心も丈夫に！

①多様な動きが経験できるようにさまざまな遊びを取り入れる
　幼児期は運動機能が急速に発達し、多様な動きを身につけやすい時期です。体をたくさん動かすととっさの時に身を
守る動きや将来的にスポーツに結びつく動きなど、多様な動きが身につけやすくなります。
②楽しく体を動かす時間を確保する
　ある程度の時間を確保することは、その中でさまざまな遊びをし、結果として多様な動きを獲得することにつながりま
す。目安は「毎日60分以上」です。
③発達の特性に応じた遊びを提供する
　幼児はその時期に発達していく体の諸機能を使って動こうとするので、発達の特性に合った遊びをすることで、無理
なく多様な動きを身につけることができるだけでなく、けがの予防にもつながります。

幼児期運動指針の３ポイント（抜粋） ※指針における幼児とは、3歳～6歳の就学前の子どもを指します。

　紫波町子育て応援センターで、おおむね1歳6カ月から3歳
までの子どもを対象にした、家庭でもできる「親子うんどう遊
び講座」を開催しました。おおむね1歳6カ月以降の子どもは
「はいはい」「握る」「つかまる」「登る」などの動きを中心に、お
おむね2歳6カ月以降の子どもは「走る」「跳ぶ」「止まる」「投げ

る」「回る」などの動きを中心に運動を楽しみました。参加した
子どもは、親とのスキンシップも楽しみ、遊びの中でたくさん
体を動かすことができました。親にとっては、子どもの発達の
状況確認や得手不得手を知る機会にもなりました。（本年度
の講座は全て終了しました）

乳幼児期は親子のスキンシップから

●冬期スポーツ教室「幼児親子運動遊び教室」
■対象　満1歳6カ月以上の幼児と保護者
詳しくは広報11月総合版P8または町体育協会
へ問い合わせください。
■問合せ　紫波町体育協会　☎676-2650

紫波町体育協会からのお知らせ

注意① けがをしないように、しっかり体を温めてから行いましょう
注意② お家の人が見ているところで行いましょう

「寒い時期だからこそ、思いきり体を動かそう」
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SHIWA

環のくに
紫波

わ

　

町
環
境
衛
生
組
合
連
合
会
は
、

近
年
世
界
全
体
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
問
題
に
つ
い
て
、11
月
17
日

に「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減
量
運

動
」を
実
施
し
ま
し
た
。町
環
境

衛
生
組
合
連
合
会
の
ほ
か
、町
ご

み
減
量
女
性
会
議
、町
ご
み
ポ
イ

捨
て
監
視
員
お
よ
び
環
境
マ
イ
ス

タ
ー
紫
波
の
皆
さ
ん
が
講
座
と
実

践
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
の
櫻
井
則
彰
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、世
界
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
食
べ
た
魚
な
ど
を

食
べ
る
こ
と
で
、毎
週
５
ｇ
の
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
１
枚
分
）を
摂
取
し
て
い

る
と
い
う
研
究
結
果
も
で
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。も
は
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
は
、水
中
の
生

態
系
だ
け
で
な
く
人
体
を
脅
か
す

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

実
践
活
動
で
は
、北
上
川
河
川

敷
に
移
動
し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
二
手
に
分
か
れ
て
拾
い
歩

き
、45
ℓ
ご
み
袋
2
・
5
袋
分
の
ご

み
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
が

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

　

２
０
５
０
年
に
は
海
洋
ご
み
が

魚
よ
り
多
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
世

界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。未
来
の
た
め
に
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
し
て

い
け
る
よ
う
意
識
し
て

生
活
し
ま
し
ょ
う
。

■問合せ　環境課 環境係　☎672-2111 内線2251

町環境衛生組合
連合会事業報告

岩
手
の
川
、海
、環
境
を
守
ろ
う
！

身
近
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減
量

運
動
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紫
波
町
に
は
、自
分
が

“
好
き
”、“
や
り
た
い
”

と
い
う
気
持
ち
を
原
動

力
に
し
た
活
動
を
し
て

い
る
方
々
が
た
く
さ
ん

い
る
。そ
ん
な
方
々
の

大
切
な“
た
か
ら
も
の
”

を
見
せ
て
い
た
だ
く
気

持
ち
で
お
話
を
伺
う

コ
ー
ナ
ー
、「
ツ
バ
メ
の

た
か
ら
も
の
」

　

第
2
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
、日
詰
商
店
街
の
飲

食
店「
純
米
ニ
ト
ロ
」店
主・高
橋
大
輔
さ
ん
と
、

「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
」店
主・八
重
嶋
大
樹
さ
ん
。お

二
人
は
Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、令
和
３
年
2

月
以
降
、通
算
5
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

―
Ｄ
Ｊ
歴
は
？

高
橋
さ
ん「
高
校
時
代
に
初
め
て
タ
ー
ン
テ
ー
ブ

ル
を
買
っ
て
、そ
れ
か
ら
で
す
か
ね
」

八
重
嶋
さ
ん「
僕
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
、

と
な
っ
て
初
め
て
Ｄ
Ｊ
の
機
材
を
触
り
ま
し
た

（
笑
）。お
店
の
常
連
さ
ん
な
ど
有
志
を
集
め
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
買
い
出
し
、セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

当
日
飲
み
物
を
作
る
ま
で
一
緒
に
。将
来
お
店

を
や
り
た
い
人
も
い
る
の
で
、い
い
経
験
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
」

―
な
ぜ
Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
を
？

八
重
嶋
さ
ん「
二
人
と
も
音
楽
好
き
で
、自
然
な

流
れ
で
は
じ
め
ま
し
た
。僕
た
ち
は
紫
波
町
出
身

で
、学
生
時
代
に
商
店
街
の
駐
車
場
付
近
で
行

わ
れ
て
い
た
３
on
３（
3
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）大
会
や
、Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
記
憶

が
あ
っ
て
。自
分
た
ち
で
も
町
内
で
面
白
い
こ
と

を
や
れ
る
の
で
は
と
い
う
思
い
が
原
点
で
す
。若

い
子
た
ち
が
遊
ぶ
場
所
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
い
い

で
す
よ
ね
」

　

以
前
開
催
さ
れ
た
Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
は
、20
代
を

含
む
若
者
の
活
気
に
溢
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
そ
う
に
企
画
す
る
二
人

の
姿
に
惹
か
れ
、若
者
が
ま
た
友
達
を
呼
ぶ
、新

し
い
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

（
執
筆
：
企
画
課 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

 

地
域
情
報
編
集
発
信
担
当　
天
野
咲
耶
）

☎（
６
７
２
）２
１
１
１ 

内
線
５
１
２
６

地域おこし協力隊
南條 亜依さん

左から高橋さん、八重嶋さん

【担当】 企画課 地域おこし協力隊　☎672-2111 内線5126

地域おこし協力隊だより

しわわ
shi•wa•wa

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

南
條
で
す
。早
い
も
の
で
、協
力
隊
の

任
期
も
残
り
１
年
を
切
り
ま
し
た
。

　

昨
年
末
は
、福
島
県
い
わ
き
市
で

ビ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
古
着
屋

「
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｙ
Ａ
」を
経
営
し
て
い
る
戸

田
宗
輝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
講
演「
は

じ
め
る
の
は
じ
め
か
た
」を
開
催
。ま

た
、県
内
の
大
学
生
と
古
着
販
売
イ

ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
し
た
こ
と
も
あ

り
県
南
や
沿
岸
か
ら
も
若
い
方
々
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
イ

ベ
ン
ト
が
参
加
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

後
押
し
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

　

現
在
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
、町
内
の
空
き

店
舗
、空
き
家
の
物
件
情
報
を
募
集

し
て
い
ま
す
。空
き
家
の
相
談
な
ど

の
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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伝統食
～精進料理～

すき昆布の
ロール巻き

　

感
染
症
の
蔓ま

ん
え
ん延

を
予
防
す
る
た

め
に
、予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
期
間
の
終
了
日
が
迫
っ
て
い

ま
す
の
で
、対
象
に
当
て
は
ま
り
、

予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
、早
め
に
受
診
・
接
種
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
大
人
の
予
防
接
種

★
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭
和
54

年
4
月
1
日
生
の
男
性

■
予
防
接
種
名　
風
し
ん
抗
体
検

査
お
よ
び
風
し
ん
第
５
期
定
期

接
種
／
対
象
者
に
は
、令
和
２
年

５
月
末
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
個
別

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
場
所　
全
国
の
実
施
機
関

■
実
施
期
間　
3
月
31
日（
木
）ま

で
※
ク
ー
ポ
ン
券
を
無
く
し
た
人
は
、

役
場
健
康
福
祉
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★
本
年
度
に
65
歳
に
な
る
人
と
70
、

75
、80
、85
、90
、95
、 

１
０
０
歳

の
人
で
、過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

■
予
防
接
種
名　
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
／
対
象

者
に
は
、令
和
３
年
７
月
末
に
接

種
券
を
個
別
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
過
去
に
接
種
を
受
け
た
人
は
定

期
予
防
接
種
の
対
象
外
で
す
。

■
実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関（
指

定
医
療
機
関
外
で
接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
、事
前
に
役
場
健
康

福
祉
課
健
康
係
で
手
続
き
が
必

要
で
す
）

■
実
施
期
間 

3
月
31
日（
木
）ま
で

■
補
助
金
額　
５
０
０
０
円（
医
療

機
関
の
接
種
料
金
と
の
差
額
は

自
己
負
担
）／
右
記
対
象
者
で
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
に
は

医
療
機
関
の
定
め
る
金
額
を
全

額
補
助
し
ま
す
。接
種
前
に
健
康

福
祉
課
健
康
係
で
手
続
き
が
必

要
で
す
。

◎
子
ど
も
の
予
防
接
種

★
平
成
15
年
4
月
2
日
生
～
平
成

16
年
4
月
1
日
生（
高
校
３
年

生
）

★
平
成
23
年
4
月
2
日
生
～
平
成

24
年
4
月
1
日
生（
小
学
４
年

生
）

■
予
防
接
種
名　
日
本
脳
炎
第
2

期
予
防
接
種
／
対
象
者
に
は
、令

和
3
年
4
月
に
予
診
票
を
個
別

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関

■
実
施
期
間 

3
月
31
日（
木
）ま
で

★
平
成
21
年
4
月
2
日
生
～
平
成

22
年
4
月
1
日
生（
小
学
6
年

生
）

■
予
防
接
種
名　
ジ
フ
テ
リ
ア・破

傷
風
第
２
期（
二
種
混
合
）予
防

接
種
／
対
象
者
に
は
、令
和
3
年

4
月
に
予
診
票
を
個
別
配
布
し

て
い
ま
す
。

■
実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関

■
実
施
期
間 

3
月
31
日（
木
）ま
で

健 康お忘れではないですか？ 
大人も子どもも大切な予防接種

　■問合せ　健康福祉課 健康係　☎672-2111 内線1345

精進料理は野菜や豆類などの植物性の食材のみ
で作りますが、今回は卵をつなぎに使いました

すき昆布（乾） ………… 1枚
木綿豆腐……………1/2丁
卵……………………… 1個
小麦粉…………… 大さじ1
ニンジン、ダイコン……適宜

　　　　　

油揚げ ………………1/2枚
酢………………… 小さじ2
酒………………… 大さじ1
醤油……………… 大さじ2
みりん …………… 大さじ2

4人分材料

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成

1人分栄養価…エネルギー165kcal、 食塩相当量2.5ｇ
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福祉と健康の情報 健やかランド紫波

★
平
成
27
年
4
月
2
日
生
～
平
成

28
年
4
月
1
日
生（
令
和
4
年

度
に
就
学
予
定
の
幼
児
）

■
予
防
接
種
名　
麻
し
ん・風
し
ん

混
合
第
２
期
予
防
接
種

■
実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関

■
実
施
期
間 

3
月
31
日（
木
）ま
で

　

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
必
ず
持
ち
、
指
定
医

療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
医
療
の
進
歩
な
ど
に
よ
り

多
く
の
子
ど
も
の
命
が
救
わ
れ
て
い

る
一
方
で
、
た
ん
吸
引
や
経
管
栄
養

な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必

要
な
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
医

療
、
保
健
、
福
祉
、
療
育
、
保
育
、

教
育
な
ど
の
各
分
野
の
関
係
者
が
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
乳
幼
児
期
～

学
齢
期
の
子
ど
も
の
事
情
や
悩
み
を

理
解
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
岩
手
医

科
大
学
と
共
同
で
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
子
ど
も
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
て
「
い
わ
て
医
療

的
ケ
ア
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
冊

子
は
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
お
子
さ
ん
の
ご
家
族
か
ら

の
「
は
じ
め
て
の
経
験
で
ど

こ
に
何
を
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
踏

ま
え
て
、
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
健
康
福
祉
課
福
祉

係
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
の
ご
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
支

援
に
携
わ
る
関
係
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
レ
シ
ピ
提
供
】

紫
波
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会　

長
岡
地
区
会
員　
細
川 

玲
子
さ
ん

　■問合せ　健康福祉課 健康係　☎672-2111 内線1345

支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
と
家
族
の
た
め
の

「
い
わ
て
医
療
的
ケ
ア
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

福祉と健康
すこやか
情報室

■ 問合せ　健康福祉課 福祉係　☎672-2111 内線1321

❶
豆
腐
を
水
切
り
す
る
。

❷
ニ
ン
ジ
ン
、ダ
イ
コ
ン
は
昆
布
の
幅

に
合
わ
せ
て
2
㎝
角
の
棒
状
に
切

る
。油
揚
げ
は
油
抜
き
を
す
る
。

❸
ボ
ウ
ル
に
豆
腐
、卵
、小
麦
粉
を

入
れ
、粘
り
が
出
る
ま
で
よ
く
練

り
合
わ
せ
る
。

❹
す
き
昆
布
は
さ
っ
と
水
洗
い
し
、

巻
き
す
の
上
に
広
げ
、❸
を
の
せ

て
、巻
き
終
わ
り
部
分
を
5
㎝
ほ

ど
残
し
て
平
ら
に
広
げ
る
。

❺
❷
の
ニ
ン
ジ
ン
、ダ
イ
コ
ン
、油
揚

げ
を
の
せ
て
巻
く
。

❻
鍋
に
水（
昆
布
が
浸
る
程
度
）、

酢
、酒
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、❺

を
入
れ
て
15
分
煮
る
。

❼
さ
ら
に
醤
油
、み
り
ん
を
加
え
て

や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

ワン
ポイント
メモ

●
豆
腐
は
し
っ
か
り
水
切
り

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ゴ
ボ
ウ
や
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
を
中

に
巻
く
の
も
お
す
す
め
で
す
。

●
昆
布
は
手
早
く
さ
っ
と
水
に
浸

す
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。ふ
や
け

す
ぎ
る
と
昆
布
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
扱
い
に
く
く
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

不
足
が
解
消
し
た
と
12
月
に
厚

生
労
働
省
か
ら
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。
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身
近
な
ま
ち
の
話
題
に
つ
い
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
●の 

話
題

　紫波かしわクラブ（茅野克己代表）は、11月5日から8日
までの4日間、奥州市で開催された第39回岩手県還暦軟
式野球選手権大会で出場34チームの頂点に立ち、11月
12日に関係者4人が町長室を訪れ、熊谷町長に優勝の報
告をしました。
　同クラブは、50歳代から70歳代までの55人が所属し、
毎週土日に各年代が一緒に練習に励み、年代別の各種大
会に出場しています。
　同クラブ代表の茅野克己さんは、「50歳野球大会と還暦
野球大会のダブル優勝は今回が初めて。古稀野球大会も
準優勝だったので、素晴らしい1年でした」と今シーズンの
健闘ぶりを振り返っていました。

　  紫 波かしわクラブが 還 暦 野 球 大 会で 優 勝  　

左から選手兼事務局の北條直文さん、岩手県
還暦軟式野球連盟会長の長谷川利夫さん、
助監督の工藤勇さん、熊谷町長、紫波かしわ
クラブ代表の茅野克己さん

　 　 技 能 実 習 生 の 紫 波 町 体 験 ツ ア ー 　 　
　紫波町国際交流協会（鷹觜忠一会長）は、11
月14日に町内で建設業や小売業に携わる外国
人技能実習生の紫波町体験ツアーを実施しまし
た。コロナ禍で外出の機会が少なくなっている
技能実習生に町の魅力を伝えるためにリンゴ狩
りなどの体験ツアーを企画し、技能実習生21人
が参加しました。長岡中央果樹生産組合（森川
勇組合長）の、なだらかな丘陵に広がるリンゴ園
では、赤く大きく育ったリンゴを嬉しそうに収穫
する技能実習生の笑顔が見られました。

リンゴ狩りを楽しみました

　町と株式会社ピーシーデポコーポレーション（野島隆久代表取締役社長執行役員）と株式会社エルテ
ス（菅原貴弘代表取締役）は11月22日、「紫波町における地域のデジタル化推進に関する包括連携協
定」を締結しました。
　同協定は、ICTの利活用による暮らし心地の向上に関することや地域のデジタル化推進に関する企画・
立案について連携を図るものです。移動デジタル相談車両でオガールエリアを拠点に、デジタル端末の
使い方などをサポートする取り組みが実施されます。 ※1月19日（水）から、原則毎週水曜日と木曜日に
オガールプラザ駐車場の一角で無料相談を受け付けます。

　 株 式 会 社ピ ーシーデ ポコー ポレーションと　
　 株 式 会 社 エ ル テ ス と 包 括 連 携 協 定 締 結 　
　～ICTを活用したデジタル化推進に向けた取り組み～　

左から、野島代表、熊谷町長、菅原代表

移動デジタル相談車両
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　町は、町民や町にゆかりのある人を対象に、4月開校の
「紫波東小学校」の校章デザインを募集しました。15点
の応募があり、東部地区小中一貫校開校準備委員会での
選考の結果、彦部地区在住のクリエイティブディレクター
佐々木由美子さん（元地域おこし協力隊）デザインに決定
し、11月16日に記念品贈呈式を開催しました。

　佐々木さんは「新たに歩み始める紫波東小学校は、未来への希望が集まる場所で
す。希望を象徴する星をモチーフに、あえて形を完成させずに、この場所からそれぞれの未来へと向かっていく様子を表現しまし
た。新しい学校に通う児童の皆さんには、希望を胸に抱き、夢を大きく広げてほしいです」と校章に込めた思いを話しました。

　 紫 波 東 小 学 校 の 校 章 決 定 　
　 未 来 へ の 希 望 が 集 ま る 場 所 に 　

左から侘美教育長、佐々木さん

　「光のページェント安心の街灯り2021」の点灯式が11月
25日、紫波中央駅のロータリーで行われました。年末年始
地域安全運動の一環として行われているもので、約6000
球のLEDの点灯式が行われ、紫波総合高校音楽部による美
しい合唱が紫波中央駅前に響きました。イルミネーション
は1月31日まで楽しむことができます。
　紫波町防犯協会会長を務める熊谷町長は「紫波中央駅
前のイルミネーションは、アットホームな雰囲気で人の心を
癒してくれます。イルミネーションを通じて、安全安心な町
にしていきたい」とあいさつしました。

　 紫 波 中 央 駅 前 を 彩 る ペ ー ジェント  心 が 安 らぐ 灯 り 　

明るく彩られた紫波中央駅前

　町と東日本電信電話株式会社（NTT東日本 井上福造代表取締役社長）は11月
26日、ICTの活用による地域課題の解決および地域活性化に取り組むために協
定を締結しました。
　同協定は、ICTの活用により、地域コミュニティ活動や一次産業を中心としたデジ
タル化促進に関することなどを定めたものです。NTT東日本の片岡千夏岩手支店
長は「地域課題の解決のため、ICTを使って地域密着型のサービスの提供や鳥獣被
害への対策などに取り組んでいきたい」と意気込みを語りました。

　東日本電信電話株式会社と協定締結　
　～I C Tの 活 用による地 域 活 性 化～　

左から片岡岩手支店長、熊谷町長

　町は、学校再編に伴い今後の校
舎・校庭活用を検討している旧水分
小学校、旧片寄小学校、彦部小学校、
赤沢小学校、長岡小学校の5つの学
校施設見学会を11月21日に実施し
ました。民間企業や、地域団体、市民
活動団体、町民の皆さん、延べ147
人が参加し、学校の校舎内を見て歩き、活用のイメージを膨らませました。
　町は、これら校舎の有効で適正な活用・運用を図り、民間事業者による持続的な活用
のため、令和3年3月に策定した「紫波町学校跡地活用基本方針」に基づき、各施設の
実施方針策定に向けて民間対話を行っています。

　 　 　 　 学 校 施 設 見 学 会 　 　 　 　

「旧水分小」酒づくりを核としたまちづく
りの一環として企画展示やトークイベン
トを同時開催

各学校をバスで巡るツアーも実施
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持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミットで採択
された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。

（
注
）通
常
は
イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
の
入
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

地域おこし協力隊
（コミュニティナース）
星 真土香さん

教
え
て
！

ゆ
っ
た
り
と

し
て
い
て
、落
ち

着
い
た
雰
囲
気

だ
ワ
ン
♪

し
わ
ワ
ン
、

「
暮
ら
し
の

保
健
室
」へ

よ
う
こ
そ
！

あ
れ
れ
、カ
フェ
だ
と

思
っ
た
ら
保
健
室
って

何
の
こ
と
？

食
事
や
喫
茶
の

ほ
か
に
、読
書
を

楽
し
ん
だ
り
、

お
友
達
と
お
話
を

し
て
る
人
も

い
る
ね
。

畑の保健室｢HATARAKU（はた
らく）」の活動の様子、開催日など
はインスタグラムで確認できます。

暮らしの保健室 
問合せ先／紫波町企画総務部企画課
地域おこし協力隊　星 真土香
☎672-2111 内線2320
*mdk.aoa.5842@gmail.com

「Caféゆいの木」店内

「
Ｃａ
ｆ
é
ゆ
い
の
木
」、

す
て
き
な
お
店
だ

ワ
ン
。今
日
は
こ
こ
で

ラ
ン
チ
を
食
べ
よ
う

か
な（
注
）。

赤
石
公
民
館
で
も

「
暮
ら
し
の
保
健
室
」を

や
って
い
る
ほ
か
に
、

な
ん
と「
畑
の
保
健
室
」

も
あ
る
ん
だ
よ
！

「
暮
ら
し
の
保
健
室
」

と「
畑
の
保
健
室
」

は
、健
康
に
不
安
の
な
い

元
気
な
人
で
も
、

ご
利
用
で
き
ま
す
！

「
暮
ら
し
の
保
健
室
」は
、

「
Ｃａ
ｆ
é
ゆ
い
の
木
」を

会
場
に
毎
週
月
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
、無
料
の

健
康
相
談
や
交
流
の

場
だ
よ
。

カ
フェの
場
所
を

借
り
て
、自
分
の

好
き
な
飲
み
物
を

持
参
し
た
り
、本
や

Ｃ
Ｄ
を
持
ち
込
ん
だ
り
、

思
い
思
い
に
過
ご
す

人
が
集
ま
り
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
が

い
る
の
で
、気
軽
に
健
康

や
通
院
に
つい
て
の
不
安
、

困
り
ご
と
の
相
談
が

で
き
る
の
が
特
徴
！

い
ろ
い
ろ
な
会
場
で

待
って
い
る
よ
。

好
き
な
場
所
を
選
ん
で

行
って
み
よ
う
！

畑

Cafe

公民館
の和室

ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
を

ご
用
意

　地
域
の
中
に
飛
び
込
む
看
護
師

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
」と
し
て
活
動

す
る
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
星
真
土

香
さ
ん
。ま
ち
な
か
で
気
軽
に
地
域
の

皆
さ
ん
と
交
流
す
る
場
と
し
て
、過
ご

し
や
す
く
話
し
や
す
い
環
境
に
配
慮

し
た「
暮
ら
し
の
保
健
室
」を
企
画
。

「
こ
こ
に
い
て
良
い
」と
感
じ
ら
れ
る

居
場
所
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

作画:かねた丸

多様性を認め合い支え合う地域

紫波に住んでいる、しばい
ぬの妖精。紫波の子ども
たちと、紫波の食べもの
が大好き。48人（ひき!?）
のきょうだいがいるよ。

暮らしの保健室
畑の保健室

Vol.8

し
わ
ワ
ン

暮らしの保健室
会場　Café ゆいの木
開催日　毎週月曜日
午前10時～午後3時

畑の保健室
会場 CCCAふるだてファーム

（中島字野際地内の畑）「HATA
RAKU（はたらく）」で地図検索し
てね！※冬季はお休みで、4月か
ら再開します。

暮らしの保健室
会場 赤石公民館
開催日 月に１回移動図書館か
たくり号が赤石公民館に来る日
午前9時～正午


